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レポートの絶対値と相対値 
 

パーソナルレポートでは、絶対値と相対値という 2 種類の値を使って分析結果を説明しています。相対値は％、絶

対値は緑の線で表示されています。 

表示例：セクション２ 

 

 

 

 

 

絶対値と相対値の違い 

名前 判断基準 意味 表示箇所 

絶対値 受検者のスコア 

受検者自身がその認識スタイ

ルをどれほど重要視している

か（主観的） 

 セクション１の解説 

 セクション２のグラフの 

緑の線の位置 

相対値 
日本のスタンダードグループ※

と受検者個人のスコア差 

周りの人と比べて受検者がそ

の認識スタイルの特徴をどれ

ほど持っているか（客観的） 

 セクション１の解説 

 セクション２の％ 

 コミュニケーションの％ 

 ホイールの％ 

※ スタンダードグループ： 国別に、過去アイワム診断テストを受けた人の約 66％が分布している典型的な母集団 

なぜ二つの値を使うのか？ 

認識スタイルの中には、相対値と絶対値の診断を併記したほうが、より正確な結果が出せるものがあります。 

 

１）診断の焦点が受検者個人の場合 

絶対値によって、その受検者が自分のテスト結果をどのように受け取るかがわかります。絶対値は受検者個人が

自分のスコアについてどう感じるか、またその人の認知思考がそれぞれの認識スタイルについてどのように機能し

ているかの指標となります。絶対値は、受検者がその認識スタイルが持つ特徴をどれほど重要視しているかを示

しています。また、絶対値の位置によって受検者がそれぞれの認識スタイルを好む順番がわかります。 

 

２）診断の焦点が集団（国、組織、グループ）の文化の場合 

相対値によって、スタンダードグループという母集団に代表される、同じ文化の中にいる他の人々がその受検者を

どのように判断するかがわかります。また、相対値は受検者がより大きなスタンダードグループや文化の中にいる

時に、ある認識スタイルを使う程度を表します。よって、その認識スタイルを受検者自身がどう処理するかという点

において、本人にとって一番重要でない、または影響力が強くない場合でも、受検者をその人が属する文化と比べ

る時にはその認識スタイルは重要なものになることがあります。 

フィードバックでの留意点 

クライアントにフィードバックをする際、絶対値と相対値という２つの視点を前もって伝えておくと、自らが認識してい

る自分と他の人の目に映る自分がなぜ違うのか、その理由を理解してもらいやすくなります。特に、クライアントが

フィードバックの内容に納得していない場合、クライアント自身の認識が重要になります。まず、クライアントの認識

が相対値と絶対値のどちらに近いのかを確認し、その状況に応じてフィードバックを進めてください。 

緑の線が右にいくほど、受検者自身が 

その認識スタイルの特徴を重視する。 

％の値が大きいほど、周りの人には、受検者が

その認識スタイルの特徴を持っていると映る。 

絶対値 相対値 
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絶対値と相対値が併記されている箇所 
 

パーソナルレポートのセクション１では、受検者の認識スタイルの特徴を文章で解説しています。ほとんどの分析

結果は相対値を基準にしていますが、以下に挙げる 4 か所では、絶対値を基準にした診断と相対値を基準にした

診断が併記されています。フィードバックの時にクライアントが混乱しないよう、絶対値と相対値の併記があること

を前もって伝えておくことをお勧めします。 

 

1. 仕事へのアプローチ：即行動型、概念構築型、組織・体系化型 

 セクション 1 

 

 

 セクション２ 

 

 

 順位の違い 

 相対値 ％の値 絶対値 緑の線の位置 

１位 概念構築型 103％ 概念構築型 右から一番目 

２位 組織・体系化型 56％ 即行動型 右から二番目 

３位 即行動型 40％ 組織・体系化型 右から三番目 

 

  

絶対値を

基準にした

診断 

相対値を

基準にした

診断 
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2. 変化・相違対応：同一性重視型、進展重視型、相違重視型 

 セクション 1 

 

 

 セクション２ 

 

 

 順位の違い 

 相対値 ％の値 絶対値 緑の線の位置 

１位 同一性重視型 201％ 同一性重視型 右から一番目 

２位 進展重視型 26％ 進展重視型 右から二番目 

３位 相違重視型 -116％ 相違重視型 右から三番目 

 

  

絶対値を

基準にした

診断 

相対値を

基準にした

診断 
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3. 社会的欲求：権力重視型、親和重視型、達成重視型 

 セクション 1 

 

 

 セクション２ 

 

 

 順位の違い 

 相対値 ％の値 絶対値 緑の線の位置 

１位 権力重視型 143％ 権力重視型 右から一番目 

２位 親和重視型 21％ 達成重視型 右から二番目 

３位 達成重視型 0％ 親和重視型 右から三番目 

 

 

  

絶対値を

基準にした

診断 

相対値を

基準にした

診断 
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4. 認知パターン A. 知覚チャンネル：視覚型、聴覚型、読解型、体感覚型 

認知パターン B. 意思決定：回数重視型、直感重視型、疑心型、期間重視型 

 セクション 1 

 

 

 セクション２ 

 

 

 順位の違い 

 相対値 ％の値 絶対値 緑の線の位置 

１位 視覚型 86％ 視覚型 右から一番目 

〃 読解型 86％ 体感覚型 右から二番目 

３位 体感覚型 47％ 読解型 右から三番目 

４位 聴覚型 -12％ 聴覚型 右から四番目 

     

１位 期間重視型 150％ 期間重視型 右から一番目 

２位 回数重視型 32％ 回数重視型 右から二番目 

３位 直感重視型 26％ 疑心型 右から三番目 

４位 疑心型 12％ 直感重視型 右から四番目 
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